
CDP完全ガイド
企業ニーズに合わせた最適なCDP
を完全網羅



　「CDP完全ガイド」をダウンロードいただき、誠にありがとうございます。

近年、企業のマーケティングやデータ活用を取り巻く環境の変化はますます激しくなっ
ています。

消費者はよりパーソナライズされた体験を期待し、マーケティング担当者はこれまで以
上に多くのマーケティングチャネルを管理する必要があります。また、サードパーティ
Cookie規制の流れも企業のマーケティング活動の在り方を大きく変えるものとなってい
ます。

最近では「CDPの導入を考えている」という声や、「CDPを導入したもののうまく活用
できていない」など、CDPに関するお問い合わせが多くなってきています。

このガイドでは、これからCDPを導入する方や、導入済みのCDPツールのリプレイスを検討
されている方向けに、改めてCDPの役割や活用ユースケース、失敗しない選び方をご紹介し
ます。

この資料が、多くの企業様のデータ活用を促進するお取り組みのお役に立てれば幸いです。
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CDP（カスタマーデータプラットフォーム）とは？

CDPは、企業が顧客データを様々なデータソースから収集し、統一、連携できるように設計さ
れたプラットフォームです。
CDPでは、さまざまなデータソースから顧客データを収集し、これらのデータをそれぞれの顧
客IDに紐づくデータとして統合します。この統合されたデータはマーケティング、営業、カス
タマーサービスなどの部門で活用され、より効果的な顧客コミュニケーションとマーケティン
グ施策を実現します。

市場にはさまざまなCDPベンダーがひしめいており、それぞれが少しずつ異なる業種やユース
ケースに特化しています。一般的なCDPが持つ機能は以下の通りです。

1. イベントデータ収集：ページビュー、会員登録、カートへの追加、購入、サブスクリプ
ション購入などの行動イベントを取得する。

2. ID統合：会員IDに行動イベントや属性情報を紐付け、単一の包括的な顧客プロファイルを
作成する。

3. セグメンテーション：イベント、属性、顧客の特性に基づいてユーザリストを作成する。
（例えば、過去7日間以内にカート放棄をした高LTV顧客リスト など）

4. データ分析：収集したデータを分析し、顧客プロファイルの作成や顧客行動を可視化。
5. レポーティング：カスタマイズ可能なダッシュボードを提供し、リアルタイムで顧客デー

タを監視し、重要なKPIを追跡。
6. データ連携： マーケティングチームが、キャンペーンやパーソナライゼーションを推進で

きるように、運用ツールやマーケティングツールへのデータ同期。

CDPWebやアプリの
トラッキング情報

店舗の購買データ

基幹システムにある
顧客の属性データ

１ 広告ツール

MAツール

分析ツール

データ
収集

ID統合

セグメンテーション データ
連携

これらの機能は、企業が顧客データを活用し、より効果的なマーケティングを推進し、パーソ
ナライズされた体験を提供できるようにするために重要な機能です。

※ツールによって搭載されている機能は異なります。

データ分析

レポーティング



日本国内におけるCDPの市場規模

独立系ITコンサルティング・調査会社である株式会社アイ・ティ・アールの調査「ITR 
Market View：メール／Web／SNSマーケティング市場2024」によると、日本国内における
CDPの市場規模は、年々拡大していくことが予測されています。
市場は今後も年平均10%以上の成長が見込まれており、企業のデジタルマーケティング戦略や
データ活用の進展により、さらなる拡大が期待されています。

この市場成長の背景には、企業が顧客データの収集、管理、活用を効率的に行い、パーソナラ
イズされた顧客体験を提供するための需要の高まりがあります。特に、日本ではデジタル化の
進展とともに、企業が顧客データを統合して一元管理する必要性が増しており、その結果とし
てCDPの導入が進んでいます。

加えて、AIや機械学習の重要性が高まっていることも、CDP市場の成長を後押ししています。
AIや機械学習の進化により、データの分析と予測がより高度になっています。CDPはこれらの
技術と組み合わせることで、より精度の高いマーケティング施策や顧客インサイトの提供が可
能となります。

https://www.itr.co.jp/topics/pr-20240118-1
https://www.itr.co.jp/topics/pr-20240118-1


今日本でも多くの企業でCDPの導入が進んでいますが、企業としてこれからのDXやデータ活用戦略
を描いていくには、パーソナライズされたマーケティング戦略の基盤となるCDPは不可欠と言える
でしょう。CDPの導入が注目される理由を、データの視点とマーケティングの視点からご紹介しま
す。

CDPの導入が注目される理由

顧客データの一元管理

多くの企業では実態として、各部署やサービスごとに異なるデータソースを持っており、それぞ
れに入っているデータもバラバラです。それらを1箇所にまとめられれば、企業のデータ管理コス
トの最適化、顧客解像度の向上、同一データの利用による一貫したマーケティング施策などが実
現されます。

マーケティング施策に必要なデータの連携
マーケティング部門の方で、施策に必要なデータが手元に揃っておらず、やりたい施策ができな
いという悩みを抱えている場合、CDPの統合された豊富な顧客データが使えるようになればその
課題は解決されます。また、自部門で収集できるデータに加え、自社の他サービスや企業全体に
対する顧客のロイヤリティに関するデータなども活用が可能になります。

データガバナンスの向上
一元化されたデータソースのデータを使うことで、収集されたデータがどこであるのかというこ
とだけでなく、どこでどのデータが使われているかということも把握しやすくなります。

データ活用の環境構築

マーケティングの精度向上

顧客の解像度向上
複雑化、複数チャネル化する顧客行動を顧客軸のデータとして管理できることで自社の顧客に
対する解像度を大幅に高めることができます。「自社の顧客を知る」ことはマーケティングに
おいては不可欠で、顧客の解像度がマーケティング施策の効果を大きく左右します。

パーソナライゼーション
マーケティング施策を顧客ごとにパーソナライズすることは当たり前になりつつあります。その
ためには、施策に応じたセグメントを作成やキャンペーンの管理、マーケティングツールやチャ
ネル横断でのシナリオの設計まで行うことが求められています。CDPはそれらを可能にするツー
ルです。

オムニチャネルマーケティング
顧客データを複数のチャネルから取得するようになるのと同時に、マーケティング施策もチャネ
ルを複数横断して行うようになりました。CDPは、Eメールやプッシュ通知などで一貫したシナ
リオを構築し提供することで、顧客体験を向上させることができます。



CDP導入がデータ活用に与える影響
以下に、CDPを導入することで得られるのデータ活用のイメージをご紹介します。

CDP導入前

CDP導入後

在庫データ

Web・アプリ
アクセスログ

顧客データ

売上データ CRM担当

広告担当

EC担当

カスタマー
サポート担当

連携タイミングがバラバラ 各システムにデータが散在 部署を横断した意思決定が
しにくい

CDPから直接データを
見ることができる

在庫データ

Web・アプリ
アクセスログ

顧客データ

売上データ CRM担当

広告担当

EC担当

カスタマー
サポート担当

CDP

一元管理によりデータの
正確性、品質向上 顧客の一連の行動を把握 部署を横断した

データドリブンを可能に

CDP導入前は、データが各システムに分散ておりこれが原因で、顧客理解やパーソナライゼーショ
ンが不十分な状態でした。導入後は、データが一元化され、統合された顧客データが得られること
で、個別最適の施策が可能となり、顧客体験の向上につなげることができます。



マーケティングにおけるCDP活用ケーススタディ

キャンペーン
データ

POSデータ

App行動ログ

Web行動ログ

広告ツール

MAツール

CDP

①アプリ、ウェブからSDKで
取れる顧客の行動データに加

え、POSデータやセール
などのキャンペーンデータを

CDPに連携

②それぞれのデータを顧客ID軸
で統合し、直近のセールで購買
があった顧客のセグメントを作
成

③作成したセグメントデータを
様々なツールに連携し、広告や
メール、ポップアップなど各
チャネルでパーソナライズされ
た形で次回セールを訴求し

ロイヤル化を促進

日々のマーケティング活動において、CDPでどのようなことができるようになるのか、紹介し
ます。

 課題

小売業界の場合

顧客のロイヤル化を促進するマーケティング施策を行いたいが、顧客に関する各種
データが社内でバラバラのシステムで管理さてれおり、パーソナライズされた施策
を実施できていない。

 CDPでの
アプローチ

　①データ収集
　②統合とセグメント作成
　③様々なツールへの連携

CRMツール

CDPを活用することで顧客データの収集、統合、連携が可能になります。チャネルを横断した顧客
の行動が統合されることで顧客に対する解像度をこれまでになく高め、 ID軸で統合されたそれぞれ
の顧客プロファイルを作成し、全てのマーケティングチャネルで顧客一人ひとりにパーソナライズ
された施策が可能になります。

直近のセールで
商品を購入した顧客



CDPと他のマーケティングツールとの違い

CDP導入のご相談をいただく中で、CDPと他のマーケティングツールとの違いが分かりにくい
という声をいただくこともあります。MAツールやCRMツールなど、似ているようで目的や機
能が異なるツールとの違いをまとめました。

特徴/ツール CDP（カスタマーデータ
プラットフォーム）

CRM（顧客関係管理）
システム

DMP（データマネジメ
ントプラットフォー

ム）

MA（マーケティング
オートメーション）

ツール

目的 顧客データの統合管理と
活用 顧客関係の管理 広告キャンペーンの

ターゲティング

マーケティングキャン
ペーンの自動化と効率

化

データタイプ 顧客に関するファースト
パーティデータ

顧客連絡先情報、営業
履歴

匿名データ、サード
パーティデータ

リード情報、施策反応
データ、SDK経由のリ
アルタイム行動データ

データの範囲 オンライン/オフライン
データ 静的データが中心 短期間のデータ保存 キャンペーン関連デー

タ

主要機能 データ収集、統合、セグ
メンテーションなど

商談管理、顧客やり取
りの履歴記録

オーディエンスセグメ
ント作成

キャンペーン自動化、
リード管理、リード

ナーチャリング

活用範囲
BI分析、セグメントマー
ケティング施策、セール

ス

営業プロセスの最適
化、顧客関係の維持 広告ターゲティング マーケティングキャン

ペーン、リード管理

データ期間 長期間の保存が可能 長期間の保存が可能 短期間の保存が一般的 短期間の保存が一般
的、数ヶ月程度が多い

利点
全チャネルのデータ統

合、360度の顧客ビュー
提供

顧客関係の詳細な管理 広告ターゲティングの
最適化

SDKによるリアルタイ
ムのデータ取得、マー
ケティング効率の向

上、シナリオの自動配
信

欠点 導入と管理が複雑、コス
トが高い場合がある

リアルタイムデータの
統合が困難

データの保存期間が短
い、広告用途に寄って

いる場合が多い

外部データの連携が困
難、データの保持期間

が短い

CDPは他のマーケティングツールとは異なり、顧客データの統合と全社的な活用に特化してい
ます。また、CDPはCRMやDMP、マーケティングオートメーションツール、BIツールと連携す
ることで、より包括的なマーケティング戦略を構築することが可能です 。



CDPの歴史、既存CDPの課題

ランニングコストの高騰
多くのCDPツールでは収集したデータはツールベンダー側のインフラ環境で保持されることに
なり、必然的にそのストレージ等にかかるコストはツールのランニングコストとして反映され
ます。そして多くの企業ではCDPの導入時点で想定していたよりも多くのデータを収集し、想
定よりも多くのコストを支払っています。

データ処理の遅延
CDPツールの活用が進むにつれ、増えるのはデータ量だけでなくデータの処理もより複雑かつ
大量になります。そしてデータ処理の性能はCDPツールの環境に依存するためリソースの柔軟
な拡張が難しい場合がほとんどです。そのため、CDPツールでのデータ処理が施策のボトル
ネックになってしまうことがあります。

導入時のコストが大きい
CDPの導入は、CDPの製品やどのような形でCDPを実現するかによってそれにかかる費用や工
数が必要以上に大きなものになることがあります。次に紹介するパッケージのCDP製品では一
通りの機能をまとめて導入することになり、それだと導入のコストや工数がかかってしまうと
いう場合は、既存のシステムに合わせて必要な機能やソリューションだけを追加することでそ
れらのコストを最適化できないかなどを検討する必要があります。

使わない機能まで導入してしまう
主にパッケージのCDPツールではCDPに関する様々な機能が一通り使えるものが多くありま
す。もちろんそれは顧客にメリットをもたらすこともありますが、同時にCDPを使ってみると
一部の機能しか使わなかったり、導入初期の段階では必要ないものであったりする事がありま
す。組織ごとのCDPのユースケースを検討し、導入の段階に合わせて必要な機能のみを契約す
ることでコストの無駄を削減できます。

そんな中、パッケージCDP（既存CDP）の課題解決のために登場したのが「コンポーザブル
CDP」です。
CDPの種類-パッケージCDPとコンポーザブルCDP

CDPの登場以前は、企業がマーケティング用途で使うデータ基盤としてはパブリックDMPなど
が主流でした。それが顧客行動のデジタル化やCookie規制などに伴い、自分たちで顧客のデー
タを収集し、顧客IDなどで統合した状態で管理し、パーソナライズされたマーケティング施策
を行うというニーズが高まってきました。そしてこれに対するソリューションとして、これま
ではパッケージのCDP製品が多くの企業で使われてきました。
しかし、企業のデータ活用が進むにつれ、そうした既存のCDPにおいても様々な課題が見えて
きました。



CDPの種類

データ活用の手段としてCDPを採用する際、CDPの実現方法としては下記の大きく2つがあり
ます。
● パッケージのCDP製品を導入する
● データをためる基盤にCDPの機能を組み合わせる(コンポーザブルCDP)
これらの2つの選択肢は、「顧客データを一元管理してデータ活用を促進する」という目的は
同じですがデータ保持の仕組みやツールの特徴に大きな違いがあります。

データ収集や蓄積、分析、連携といった機能がすべて一つの製品に統合されたソリューション
です。データはCDPのストレージに蓄積され、分析やセグメンテーションを経て、CDPから外
部ツールへ連携されます。

Storage

パッケージCDP

CDP
Advertising Platforms

Analytics

ストレージ 広告ツール

MAツール

分析ツール

Webやアプリの
トラッキング情報

店舗の購買データ

顧客の属性データ

パッケージCDPのメリット・デメリット

● データの収集からSQL加工、連携などの工程をCDPのプラットフォームを使って行うことができる
● CDP製品内で必要な機能が揃っており、設定やカスタマイズが標準化されいる
● 実績の多い製品では専門的なサポートも受けられやすい

● CDPにデータを蓄積する必要があり、他にDWHなどのデータソースがある場合CDPと二重にスト
レージが存在することになってしまう

● データ量が増えるとランニングコストが高騰したり、データの処理に時間がかかる場合がある
● 初期の環境構築に半年近くかかる場合があり、費用もかかってしまう
● 外部環境に顧客データを置くことにセキュリティ的に制約が起きたり社内手続きが煩雑になる場合

がある

メリット

デメリット

DWH



コンポーザブルCDPは、DWHにあるデータに対して、それぞれの機能に特化したツールを連
携させることでCDPが持つ機能をシステム全体で実現するというコンセプトのソリューション
です。
すでにDWHを導入している企業やこれから自社のデータ基盤を構築される企業では、所有し
ているデータをDWHに保存するため、近年注目されているソリューションです。

コンポーザブルCDP

1. データソースを一元化しアーキテクチャを最適化
○ データのストレージや管理にかかるコストが最適化され、一箇所に集められた自社データを最大限活用

できる。
2. 必要な機能の組み合わせで実現可能

○ 既存のインフラを活用したり、必要な機能のツールのみで状況に合わせた最適な形で構築可能。
3. データソースを自社インフラ上に閉じられる

○ 基本自社DWH上のデータを参照する形になり、外部環境にデータを置くことのリスクを軽減できる。
4. データ基盤のデータの民主化に貢献

○ DWHのデータを組み合わせるツールのわかりやすいUIを通して活用できるため、誰もがデータ基盤の
データを活用できるようになる。

コンポーザブルCDPの特徴

Web & Mobile Events

Server Events

Marketing Automation

Advertising Platforms

AnalyticsETL

ストレージ

広告ツール

MAツール

分析ツール

Webやアプリの
トラッキング情報

店舗の購買データ

顧客の属性データ

DWH

ID統合
セグメンテーション　など



● データソースが一元化され、かつデータの保持や処理に最適なDWHを活用することでコストが最適
化

● 必要な機能を自由に選択・交換できるため、特定の要件や変化するニーズに柔軟に対応可能
● 必要な機能のみを選択することで、コストを抑えつつ効率的なシステムを構築できる
● 自社基盤内のデータをデータソースにすることでセキュリティ性を向上

コンポーザブルCDPのメリット・デメリット

● 異なるツールやシステムを統合するため、システムの設計と管理が複雑
● 機能によって複数のベンダーを利用する場合、サポートが分散し、問題解決に時間がかかることが

ある

メリット

デメリット



パッケージCDPとコンポーザブルCDP比較表

パッケージCDPとコンポーザブルCDPの比較を以下にまとめました。

コンポーザブルCDPは、新しいソリューションのため、日本国内での導入はまだ少数です。し
かし、グローバルではクラウドDWHの導入が進んでおり、コンポーザブルCDPを選択する企
業が多くなってきています。

比較項目 パッケージ型CDP コンポーザブルCDP

導入の容易さ
データの保持、加工、連携のためのCDPプラット
フォーム側環境の構築が必要で半年程度、数千万
円程度かかる

すでにDWHなどの基盤を持っている場合、データの
保持やクエリ実行がDWH上で行われるため導入作業
は数日〜数週間、ツールによってライセンス以外の導
入費用もほとんどかからず完了

データ処理、連携
パフォーマンス

CDPプラットフォームのパフォーマンスに依存す
る。主にPresto、Hiveなどのクエリエンジンを
使用。ジョブの同時実行数などの処理に契約上の
制約がつく場合がある。

DWHのパフォーマンスに依存する。Snowflake、
Databricksなどそれぞれの製品で高性能は分散型クエ
リエンジンを採用している。また、多くのDWH製品
ではストレージとコンピューティングが分離されてお
りそれぞれのコスト/パフォーマンスを柔軟に最適化
する事が可能。

活用データ CDPに投入されたデータ 自社データ基盤にある全てのデータ

システムの拡張性

他ツールとの連携や機能拡張はCDPプラット
フォームに依存。またデータの保持やワークフ
ロー管理などをCDPプラットフォーム上で行うた
めリプレイスのコストが高い。

基本クラウドSaaSの組み合わせで構築するため拡張性
が高く、機能追加、ツールの組み替えが柔軟に可能。

データセキュリ
ティ

データを外部のCDPプラットフォームに置くため
社内のセキュリティ基準などに応じた対応が必要

データは自社データ基盤で保持されるためガバナンス
が比較的容易でセキュリティリスクや対応工数を低減
できる

課金体系 プラットフォーム料金やパッケージ機能料金、
データ量などに応じた従量課金。

必要な機能に対する料金、データ連携のパターン数な
どユースケースに応じた従量課金

PoCの容易さ
データの保持、加工、連携のためのCDPプラット
フォーム側環境の構築が必要なため時間や費用が
かかる

データソースの基盤、データ連携先ツールとの接続設
定のみで利用を開始できるため、場合によっては数時
間程度でPoCが開始可能。ツールによっては無料プラ
ンも用意



どちらのCDPが適しているか？
パッケージCDPとコンポーザブルCDPは、それぞれにメリットがありますがどちらかを選ぶ際
は企業のニーズ、リソース、技術スキルによって判断しましょう。

パッケージCDPが適しているケース

コンポーザブルCDPが適しているケース

既存のデータ基盤がない

マーケティング部門のみで
管理、活用する

データ基盤を持っている、
構築する予定がある

必要な機能のみを使いたい

長期的視点でシステムに
拡張性を持たせたい

コストを最適化したい

多くの機能を使う
データ基盤の構築から必要な場合はパッ
ケージのCDPを導入した方がスムーズに
導入が実現できる場合があります。

パッケージCDPではたくさんの機能が
パッケージングされているため、多くの
機能を使う想定がされる場合は導入の手
間が省けます。

マーケティング部門管轄でクイックに
CDP導入を行う場合、パッケージCDPを
導入することが適している事が多くあり
ます。

全てのCDPの機能に関するサポートを同
じパッケージCDPベンダーから受ける事
ができます。

すでにデータを収集している基盤がある
場合は、その基盤のデータを使って瞬時
にCDP環境を構築する事ができます。

コンポーザブルCDPでは機能単位でソ
リューションを組み合わせる事が可能な
ため、ユースケースや活用のステージに
合わせたCDPを構築する事ができます。

データのストレージや処理のコストは
DWHに担わせることでコストを最適化す
る事が可能です。そしてパフォーマンス
についてもDWH側で柔軟に調整する事が
できます。

コンポーザブルCDPはツールの組み替え
が自由であり、全てのツールがSaaSのた
めアーキテクチャ全体で拡張性を持たせ
る事が可能です。

ベンダーによる包括的な
サポートを重視する

自社にどちらのCDPが適しているかわからない場合は、CDPベンダーや代理店に相談すること
をおすすめします。



グローバル選ばれているコンポーザブルCDP「Hightouch」

実際にコンポーザブルCDPを構築しようとした際はどのソリューションの組み合わせにすべき
か、グローバルでは「Hightouch」を活用したコンポーザブルCDPが主流になっています。

Hightouchは、コンポーザブルCDPの先駆けとして米国のHightouch社よりリリースされ、業界
業種を問わず多くのグローバル企業が採用しています。CDPに欠かせない「データ連携」「セグ
メント作成」機能の他、さらにデータ活用を加速させる分析機能「AIアナリティクス」など、豊
富な機能機能を提供しています。

グローバル大手の製品比較サイトG2
では、CDPソリューションのモメンタ
ムリーダー*に選ばれています。(
2024年8月現在）

● 横軸：顧客満足度
● 縦軸：モメンタムスコア(Webや

SNS等での存在感、G2サイトでの
レビューの増加度合いなどを加味
したスコア)

引用：G2 Grid® for Customer Data Platform (CDP)

*モメンタムリーダーとは、特定のツールやソ
フトウェア市場において、急速な成長と革新を
牽引している製品やサービスを指します。

分析

広告

MA

CRM

200以上の連携先へ連携可能

Databricks Snowflake

BigQuery

Google Analytics

Salesforce HubSpot

LINEGoogle広告
Facebook広告

行動ログ収集
SDK

ID統合
パーソナル
データAPI

AIアナリティクス セグメント作成

データ連携

Redshift

https://www.g2.com/categories/customer-data-platform-cdp?utf8=%E2%9C%93&selected_view=trending&segment=all&attributes%5B329%5D=all#grid


Hightouchは、従来のCDPと同じ機能を提供し、これらの機能を必要なものだけ一つずつ導入す
ることができます。ここでは、主な3つの機能をご紹介します。

Reverse ETL
（データ連携機能）

本来であれば数週間かかってしまうDWHと
ツールのAPI連携開発が、Hightouch上の操
作だけでたった数時間で完了します。
AWS・Azure・GCPなどの大手クラウドサー
ビスなど200以上の連携先に対応。

Identity Resolution
（ID統合機能）

企業が集める異なるブランドやデータソース
のデータを、ID軸でユーザーごとに統合。こ
れまで以上にユーザーを深く理解できると同
時に、マーケティング施策にも瞬時に活用す
ることができます。

Customer Studio 
（セグメント作成機能）

画面上のSQL不要の操作で、マーケター自身が
欲しいセグメントデータを瞬時に作成すること
ができます。施策実行までの口数が圧倒的に短
縮されると同時に、DWHにある様々なデータ
を使った施策が可能になります。

グローバルを中心に、
業種を問わず多くの企業で

導入が進んでいます。

Hightouchの主な機能

Hightouchの詳細資料はこちら

DWH

-格納テーブル-
● ユーザーマスタ
● 行動ログ
● 購買ログ
● 機械学習結果
● 統合IDデータ

DWH
ユーザー

プロファイル

分析

広告

MA

CRM

Google Analytics

Salesforce
HubSpot

LINEGoogle広告

Facebook広告

DWH
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最後に

　
　ここまでお読みいただきありがとうございました。

　DearOneでは、CDP・コンポーザブルCDPそれぞれ取り扱っております。CDP導入に関する課題
　ございましたらお気軽にお問い合わせください。

DearOne社メディアサイトにて各種情報発信も行っております。

お問い合わせはコチラから

https://growth-marketing.jp/contact/

記事を見る 記事を見る

https://growth-marketing.jp/contact/
https://growth-marketing.jp/knowledge/hightouch-customer-studio/
https://growth-marketing.jp/knowledge/modern-data-stack-101/

